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　「富士市ごみ処理基本計画2015-2024」は、平成27年度から平成36年度までの10年間の
廃棄物処理について基本的な計画を定めたものです。この基本計画に加え、5年ごとの前期及び
後期実施計画を策定し、社会状況や廃棄物を取り巻く環境を踏まえて具体的な施策を計画・実施
していきます。
　今回は、計画の概要について紹介します。

実績値 目標値

年　度 平成25年度
（2013年）

平成31年度
（2019年）

平成36年度
（2024年）

想定人口 25万8,241人 25万1,960人 24万4,361人

家庭系ごみ１人１日当たり
排出量（資源物は除く） 509ｇ/人日 470ｇ/人日 460ｇ/人日

資源化率 12.3％ 18.0％ 19.0％

１人１日当たり焼却量
（家庭系＋事業系） 713ｇ/人日 640ｇ/人日 620ｇ/人日

事業系ごみ量
（剪

せんてい

定枝は除く）
2万1,046ｔ/年 1万6,800ｔ/年 1万5,800ｔ/年

■
家
庭
系
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

・
資
源
物
の
分
別
徹
底

問い合わせ／廃棄物対策課
　　　　　　☎55–2769　551–0522

計
画
編

構
想
編

Ⅰ 

基
本
理
念

　

「
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る

　
　
　
　
　
　

  

ご
み
の
な
い
ま
ち
」

　

市
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働
し
、
排
出
抑

制
・
再
使
用
・
再
資
源
化
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
可
能
な
限
り
ご
み
を
ゼ
ロ
に
近
づ
け
て
い

く
ま
ち
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
　Ⅱ 

基
本
方
針

　

❶
長
期
的
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
に
よ
る
計

　
　

画
づ
く
り

　

❷
循
環
型
社
会
に
お
け
る
効
果
的
な
資
源
化

　
　

体
制
の
構
築

　

❸
3
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
【
発
生
抑
制
】
、
リ

　
　

ユ
ー
ス
【
再
使
用
】
、
リ
サ
イ
ク
ル
【
再

　
　

資
源
化
】
）
の
推
進

　

❹
ご
み
量
最
小
化
へ
の
取
組
の
推
進

Ⅰ  

目
標
設
定
方
針

　

次
の
方
針
に
基
づ
い
て
、
目
標
値
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

・
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
す
る

　

・
計
算
が
比
較
的
容
易
に
で
き
る
定
量
的
な

　
　

目
標
値
を
定
め
る

　

・
他
都
市
や
国
が
一
般
に
公
表
し
て
い
る
数

　
　

値
デ
ー
タ
と
同
様
の
も
の
と
し
、
他
都
市

　
　

と
の
比
較
が
し
や
す
い
も
の
と
す
る

　

・
市
民
と
事
業
者
が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
む
べ

　
　

き
課
題
を
示
す

Ⅱ 

目
標
値

　
「
富
士
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
2
0
1
5

–

2
0
2
4
」
は
、
基
本
理
念
や
基
本
方
針
な
ど

を
定
め
た
「
構
想
編
」
と
、
そ
れ
を
達
成
す
る

た
め
の
施
策
や
具
体
的
な
目
標
値
を
定
め
た

「
計
画
編
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
富
士
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
2
0
1
5

-
2
0
2
4
」
の
冊
子
は
、
各
地
区
ま
ち
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
、
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
ご
ら
ん
い
た
だ
け
ま
す
。

※
く
ら
し
と
市
政
→
く
ら
し
・
手
続
→
ご
み
・
リ

サ
イ
ク
ル
→
計
画
・
構
想
・
資
料
な
ど
→
富
士

市
ご
み
処
理
基
本
計
画
2
0
1
5 – 

2
0
2
4

※
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■
3
Ｒ
の
啓
発
及
び
学
習
の
推
進

　

ご
み
排
出
量
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
せ
ん
。

環
境
保
全
へ
の
貢
献
を
は
じ
め
、
ご
み
処

理
経
費
削
減（
収
集
・
焼
却
時
の
効
率
化
、

新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施
設
規
模

の
縮
小
な
ど
）
の
た
め
に
、
目
標
値
の
達

成
は
不
可
欠
で
す
。

　

引
き
続
き
、
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

■
家
庭
系
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

・
資
源
物
の
分
別
徹
底

■
事
業
系
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

・
紙
類
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
徹
底
の

　
啓
発
・
指
導

■
不
法
投
棄
対
策

・
自
己
所
有
地
等
で
の
不
法
投
棄
防
止
対
策
の

　
促
進

・
不
法
投
棄
監
視
の
強
化

■
ニ
ー
ズ
・
時
勢
に
合
っ
た
収
集
運
搬
体
制
の

　

整
備

・
効
率
的
な
収
集
体
制
の
検
討
・
整
備

・
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
収
集
体
制
の
検
討

■
中
間
処
理
施
設
に
お
け
る
適
正
処
理
と
再
資

　

源
化

・
環
境
負
荷
を
抑
え
た
処
理
施
設
の
運
転

・
新
た
な
中
間
処
理
施
設
の
整
備
・
運
転

・
剪
定
枝
資
源
化
の
継
続
実
施

・
災
害
廃
棄
物
の
処
理

・
他
の
自
治
体
と
の
連
携

■
最
終
処
分
量
の
削
減
と
適
正
処
理

・
焼
却
灰
の
資
源
化
の
検
討
・
実
施

・
富
士
環
境
保
全
公
社
へ
の
処
理
委
託

・
次
期
最
終
処
分
場
の
検
討
・
整
備

■
効
果
的
・
効
率
的
な
計
画
の
推
進
と
進
行
管
理

・
廃
棄
物
減
量
化
等
推
進
審
議
会
に
よ
る
進
行

　
管
理

・
市
民
が
参
画
す
る
計
画
推
進

・
条
例
・
規
則
・
要
綱
な
ど
の
見
直
し
と
整
備

・
計
画
を
効
果
的
・
効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が

　
で
き
る
組
織
体
制
の
検
討

・
教
育
機
関
と
の
連
携

・
生
ご
み
の
減
量
と
自
家
処
理
の
推
進

・
焼
却
施
設
で
の
搬
入
検
査
強
化

・
生
ご
み
資
源
化
の
推
進

・
指
導
要
綱
に
基
づ
く
減
量
指
導
の
実
施

・
少
量
排
出
事
業
所
の
適
正
排
出
促
進
制
度
の

　
創
設

・
ス
マ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
制
度
を
活
用
し
た
ご
み

　
減
量
指
導
の
実
施

・
指
定
袋
の
導
入

　

ご
み
減
量
情
報

誌
「
ご
み
へ
ら
し

タ
イ
ム
ズ
」
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
発
信
し
て
い
ま

す
。

　

環
境
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
る
事
業
系
ご

み
の
検
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

Ⅲ 
主
な
施
策

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
く

主
な
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
用
ご
み
分
別
ア

プ
リ
「
き
み
も
ご

み
減
ら
し
隊
」
で

楽
し
み
な
が
ら
ご

み
減
量
！

　

小
学
校
で
「
だ

っ
く
す
食
ん
太
く

ん
N
E
O
」
を
使

っ
た
体
験
型
の
授

業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

堆
肥
を
つ
く
り

た
い
人
は
、
E
M

ぼ
か
し
で
生
ご
み

処
理
（
ぼ
か
し
用

の
密
閉
バ
ケ
ツ
は
、

廃
棄
物
対
策
課
で

無
料
配
布
し
て
い

ま
す
）。

※
市
内
の
ジ
ャ
ン
ボ
エ
ン
チ
ョ
ー
、

エ
ス
ポ
ッ
ト
、
ナ
フ
コ
、
ケ
ー
ヨ

ー
デ
イ
ツ
ー
で
販
売
中
！

　

町
内
会
の
集
積

所
で
衣
類
等
を
回

収
し
て
い
ま
す（
指

定
日
に
資
源
物
専

用
袋
で
資
源
物
の

集
積
所
へ
）
。

　

そ
の
他
の
紙
を

分
別
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
を
手
軽

に
処
理
し
た
い
人

は
、
「
だ
っ
く
す

食
ん
太
く
ん
N
E

O
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

事
業
系
ご
み
の

中
に
は
、
再
生
可

能
な
紙
類
や
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類

（
産
業
廃
棄
物
）が

多
く
混
入
し
て
い

ま
す
。

・
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
・
ツ
ー
ル
の
活
用

1 セット　1,000円


